
　昨年春より、 当会の会長の重責をお引き受けした

金澤悟です。 これまでの経験を活かし当会の発展

のため尽力させていただきますので、 どうぞよろしく

お願いします。

　当会は、 旅行客への添乗サービスを通じて観光

産業の一端を担っていますが、 観光を産業として見

るときは、 インバウンドとアウトバウンドに大別して語

られることが多いです。

「観光」 という言葉自体は、 江戸末期の幕臣永井

尚志が、 ペリー来航後の海防強化のために長崎に

設立された海軍伝習所において洋式軍艦の実践訓

練を開始した際、 オランダから贈られた外輪式蒸気

船に 「観光丸」 と命名したことが由来です。 その所

以は、 中国最古の古典 「易経」 に、 「他国の光り

輝いている優れた文物をよく観察して学べば、 自国

の政策の立案に役立つ。」 という下りがあり、 それ

に基づく命名といわれています。 つまり 「観光」 は、

開国後海外に出てゆく日本人のアウトバウンドの心

構えとして生まれたと言えます。

　もちろんこの言葉の誕生以前にも、わが国にも 「観

光」 に表象される概念はあったわけで、 江戸時代

の武士は 「参勤交代」 や 「勤番」 「留学」 など、

商人は 「行商」 や 「廻船勤務」、 庶民も神社仏閣

への 「参詣」 や 「参拝」 などさまざまな形で、 国

内旅行は盛んに行われていました。 ですが、この「観

光」 という新語には、 開国後の日本人が広く国外

に目を向けてその優れた知識 ・ 技術を吸収するとい

う進取の響きがあり、 新時代を迎えた社会の気風に

合ったのではないでしょうか。 それは、 維新後明治

新政府代表の岩倉具視が、 自ら全権として欧米を

巡った視察団の報告書である 「米欧回覧実記」 の

巻頭に、 鮮やかに 「観光」 の二字を揮毫したこと

にも感じられるのです。

　明治時代に入ると海外視察や洋行などのアウトバ

ウンド観光が盛んになります。 同時に、 1891 年に

創立された帝国ホテルをはじめ、 外国人を国際的

水準で接遇できるホテルを建設するなど、 外客をも

てなすインバウンドの取組も国内ではじまりました。

しかし、 外国人客を呼び込む事業として本格始動

するのは、 もう少し時代が下ってのことです。 日露

戦争後、 アジアの新興国とし

てのわが国国際的な地位の

高まりを受けて、 1912 年に

JTB( ジャパン ・ ツーリスト ・

ビューロー ) が設立され、 官
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民協働でのインバウンド観光事業が漸く本格化しま

す。 そして、 第一次大戦後、 甚大な戦争被害から

の復興を目的に、 西欧を中心に国際ツーリズムの

振興ブームが起こり、 それに刺激される形でわが国

でも漸く政府レベルでのインバウンド振興体制が整

えられます。 1930 年鉄道省内に 「国際観光局」

が設置され、 同局が振る旗のもと全国で外客誘致

ブームが巻き起こりました。 この時に初めて 「観光」

という言葉に、 「国の光を見せる」 インバウンドも併

せ持った広い意味が定着したと言えます。 その具

体的な成果として、 1939 年までに訪日客 4 万 2 千

人超、 国内消費額 1 億円 （現在の価格で 3 ～ 4

千億円？） を達成したという記録が残っています。

　こうした観光の盛り上がりも、 満州事変、 日華事

変と高まってゆく軍国主義の風潮のなか、 わが国が

国際的孤立を深めるにつれて次第に低調となり、

国際観光は冬の時代を迎えます。 そして、 漸く第

二次世界大戦後になって、 戦災により甚大な被害

を受けた経済を復興するため、 外貨獲得の観点か

らインバウンド観光の振興が再開されました。 1949

年には 「国際観光事業助成法」、 「国際観光ホテ

ル整備法」 や 「通訳案内業法」 など外客受け入れ

ための法制が相次いで整備され、 その結果 1950

年代の 10 年間に、 訪日外客は年間 2 万人から 20

万人超へと急増します。 1963 年に制定された 「観

光基本法」 においても、 訪日客増進のためのイン

バウンド促進策が優先的に謳われています。

　

　しかし、 経済復興が順調に進んで国民生活が急

速に改善されると、 アウトバウンドとしての海外観光

旅行者が急増します。 1964 年の東京五輪開催と同

時に実施された海外旅行の解禁の年にはまだ年間

16 万人であった海外旅行者数は、 1970 年の大阪

万博開催時までに 50 万人を超え、 わが国はアウト・

インの両面で観光全盛時代を迎えます。 しかし、

石油ショック後の急激な円高の進行と貿易黒字の増

加にともない米国等との貿易摩擦が激化したため、

国際収支上輸入に相当する海外旅行を増加させる

ため 「テンミリオン計画」 が実施されます。 この計

画は円高と国内の好景気に支えられ、 計画前 500

万人であった日本人のアウトバウンドは、 1990 年ま

でに目標の 1 千万人を超える成果をあげました。

　1992 年にバブルが崩壊すると、 わが国の経済は

一転して長期の低成長時代に入りました。 大型リ

ゾート計画が次々破綻するなど、 国内の観光地が

不況に苦しむなかで、 観光地復活の起爆剤として

訪日旅行客を増加させる政策が再び模索されます。

そして、 21 世紀に入って小泉内閣のもとでインとア

ウトの双方向の観光振興を掲げた 「観光立国」 が

宣言され、 ビジットジャパンキャンペーンを始めとす

る多くの施策が、 予算と組織の充実とともに実施に

移されました。 その後、 2011 年の東日本大震災の

影響により一時的に観光は低迷期に入りますが、

安倍内閣のアベノミクスにおいて観光立国推進のた

めの規制緩和等の施策が導入された結果、 アジア

近隣国の経済発展とも相まって、 再びインバウンド

の躍進が始まります。 2010 年には 860 万人であっ

た訪日外客数が、 2018 年には年 3000 万人を超え

るなど、 日本もようやく観光先進国の仲間入りを果

たす結果となりました。

　2019 年に突発的に発生したコロナの世界的大流

行は、 観光産業に大打撃を与えました。 各国の共

通した取組みで、 コロナ禍が順調に収束しつつある

今日、 わが国でも早急にインとアウトのバランスが取

れた観光事業の回復に努める必要があります。 幸

いインバウンドの方は順調に回復していますが、 ア

ウトバウンドは円安の進行もあり復旧が遅れています

ので、 今後各方面のご協力をいただきながら、 顧

客のニーズに合った質の高い添乗サービスの提供と

改善に努める必要があります。 内外の厳しい環境

は今年も続くと思いますが、 先人が各時代に努力し

て発展させてきたわが国の観光を、 インアウトの両

面で早期に回復 ・ 発展させられるよう、 私どもの立

場で力を尽くましょう。 会員各位のご奮闘を期待致

します。
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今回で第３回目となる 「インバウンド検定」 を実施しました。

前回までは 「初級」 のみを実施してまいりましたが、 今回初めて 「中級」 も実施いたしました。

昨今、 話題となっている 「カスタマーハラスメント」 に関して、 添乗派遣業界においても業務の特性上、

発生する可能性が高いと考えられることから、 下記の通りオンラインセミナーを実施いたしました。

今回は第一回目ということで、 添乗員の雇用主である添乗員派遣会社を対象に実施いたしましたが、

今後は添乗員や派遣先である旅行会社を対象にしたセミナーの実施も検討してまいります。

当日参加できなかった方に対して、 当日録画したものを後日公開いたします。

試験実施日

試験実施種別

実施地区

受験資格

受験料

受験科目

受験者数

合格者数

合格者

実施手段

受講対象者

受講料

テキスト

受講者数

実施日

講　師

講義内容

受講者数

令和 5年 12 月 16 日 （土）

初級及び中級

札幌 ・東京 ・名古屋 ・大阪 ・福岡 ・那覇

【初級】 受験資格なし　【中級】 インバウンド業務に係る経験を有する者

初級 ： 5,000 円 （会員は 3,000 円）、 中級 ： 7,000 円 （会員は 5,000 円）

【初級 ・中級】 業務知識 ・実務

【初級】 73 名　　【中級】 52 名

【初級】 71 名 （合格率 97.3％）　【中級】 26 名 （合格率 50％）

認定証を発行

オンデマンド （e ラーニング） 方式によるオンライン講座

インバウンド業務に興味 ・関心をお持ちの方

5,000 円 （テキスト代込）

TCSA 発行 「インバウンド業務入門」

86 名

2024 年 1 月 24 日

東京働き方改革推進支援センター

①カスタマーハラスメントとは
②カスタマーハラスメント対策の必要性
③カスタマーハラスメント発生時の対応方及び予防策
④具体的事例に対する解説

69 名

【インバウンド検定】

【入門講座】
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 私はクルーズ船に乗る添乗が大好きで、 陸路の旅

とは一味違うご案内が出来ます。 例えばドバイから

ホルムズ海峡を通りアラビア海に抜け、 スエズ運河

を通る航路はどこにも寄港せず約１週間くらい終日航

海が続きます。 船内でゆったりとお過ごしいただくの

ですが、 運動不足にならないよう毎朝ラジオ体操や

ストレッチをしていたところ船側から私たちに声がか

かりました。 日本人が何やら毎朝集まってみんなで

同じ動きのダンス （ラジオ体操） をしているので船主

催の 「タレントショー」 に出演して是非他の人たちに

もそのダンスを見せて欲しい。 と言われお客様に相

談したところ、 「ぜひ出演したい」 と快諾。 本番ま

で３日間。 さすがにラジオ体操を披露するのは ・ ・

との意見もあり、 ソーラン節を踊ることに決定。 動画

では子供たちや若者が激しく踊っていましたが、 「と

てもムリ」 となり音楽に合わせて自分たちのソーラン

節を踊ることになり猛練習。 お揃いの T シャツを船

内で安く買い、 いざ本番！私たちの出番は最後の

24 時頃からで皆さん眠い目をこすりながら頑張りまし

た！満員のシアターでスタンディングオーベーショ

ン！皆様とっても良い顔をされていました。 次の日

から船内あちこちで 「昨

日のダンスは最高だっ

た！」 と皆様船内でモ

テモテ！とってもいい

思い出になりました。

現場の添乗員が、 添乗現場で最近感じることやエピソードを自由に寄稿いただくコーナーです。

株式会社ティーシーエイ

連載 ６６

 「新潟 ・ 長岡花火大会」、 爆音とともに満点の花が中空に咲く、 すこし

遅れて衝撃が体を通り抜けて、 観客の歓声が聞こえる。 ここに来るのは

３度目になります。 １度目は大学三年生の夏、 団体ツアーのひとつに見

習いで乗せてもらった長岡花火が人生で初めての添乗でした。 いろんな

先輩方に迷惑をかけ、 思い出すだけでも顔から火を噴くようなそんな添

乗でした。 それでも驚くほど楽しかったことを覚えています。 在学中にコ

ロナが始まり、 旅行の道を諦め営業マンとして社会に出ました。 それか

ら３年ほどの時が空いて、 添乗員としてこの場所に戻ってきたとき、 「あ

あ楽しいなあ！これが自分の好きなことだ！」 と再び花火を見て思いまし

た。 仕事に貴賤はありませんが、 合う場所、 合わない場所はある。 きっ

とここが自分の場所なのだと、 そういう確信がありました。 添乗に戻って

もうすぐ１年、 まだまだ未熟な身ではありますが、 この場所で大輪の花

に成長したいと、 そう思うのです。

 できれば長岡の花火に負けないよう、 これからも前を向いて突き進む覚

悟が出来たある添乗の一日でした！
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一般社団法人　
〒141-0031 東京都品川区西五反田 7-7-2　エスティメゾン五反田 2032/10 に事務所を移転いたしました。 これを機に皆様のご期待に添えるよ

う一層努力をしてまいりますので、 今後とも倍旧のご支援ご厚情を賜りま

すようお願い申し上げます。 （H.N）

ＴＣＳＡ会長表彰ＴＣＳＡ会長表彰

　ＴＣＳＡ会長表彰であります 「特別永年勤続表彰」 （添乗経験３０年、６，０００日以上の方が対象） 及び 「永

年勤続表彰」 （添乗経験１５年、 ２， ５００日以上の方が対象） について、 下記の通り推薦があり、 ２０２４年

２月２２日に開催した第１５４回理事会において審議した結果、 全員承認されました。 受賞された皆様おめで

とうございます。 後日表彰状を送付させていただきます。

第 38回通常総会のお知らせ第 38回通常総会のお知らせ

　2024 年度第 38 回通常総会を下記の通りお知らせいたします。

　日時 ： 2024 年 3 月 26 日 （火） 13:00 開始予定

　場所 ： 大井町きゅりあん （品川区総合区民会館） 6 階大会議室

 東京都品川区東大井 5-18-1

　議事 ： ①2023 年度事業活動 ・ 収支報告

 ②2024 年度事業活動 ・ 収支計画

 ③役員 1 名の選任について

ツアコンカフェを開催します！ツアコンカフェを開催します！

　大学 ・ 短大 ・ 専門学校の学生と現役のツアーコンダクターとの交流の場として毎年開催しておりますが、

今年度も下記のとおり開催します。

　ツアコンカフェでは、 添乗員の仕事に興味 ・ 関心のある学生に対して、 職業の魅力ややりがいや、 学生

からの質問に対してのアドバイス等を現役のツアーコンダクターから直接話してもらい、 学生の方々にとって

就職の判断材料の一つとしてもらうことを目的に実施しています。

　今回の昨年に引き続き、 一人でも多くの学生の方々が参加できるよう、 リモートでの開催となっています。

　お申込みや詳細については TCSA 事務局までご連絡ください。

　開催日時 ： 2024 年 3 月 16 日 （土） 13:00 ～、 14:15 ～、 15:30 ～ （リモートでの開催）

ＴＣＳＡ事務局が移転しましたＴＣＳＡ事務局が移転しました

ＴＣＳＡ事務局は 2/10 に下記に移転いたしました。

　【移転先】

　　〒141-0031　東京都品川区西五反田 7-7-2　エスティメゾン五反田 203

　　電話番号 ： 03-6435-1508

　　FAX 番号 ： 03-6435-1509

　　※電話番号、 FAX 番号は従来から変更ありません。


